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陳繹曾の 『文筌』とその周辺 
― 著 者、書誌 、その他―

李 長波

0.本 稿のね らい

 陳繹曾の 『文筌』は中国では長い間その伝本の所在す ら知 られていなかったこともあ

り、これまでは 『文筌』についての言及 と引用は、もつばら 『文章一貫』(寛 永二十一

年風月宗智刊行)に 引用された部分のみが対象 とされ、その全容が紹介 されるこ とは管

見にして知 らない。本稿 は、『文筌』の著者陳繹曾の出身及び経歴、『文筌』の諸版本及

び諸本間の関係 、更に 『文章歐冶』の流布 と受容の一端について、現段階調査 して得た

いくつかの知見を報告す るものである。『文筌』の諸本を対校 し、元の時代における修

辞学史、文学批評史の資料 として 『文筌』のより信用できる本文を決定す るとい う最終

目標か らすれば、本稿はそのための準備作業であ り、いわば中間報告である。内容がい

きおい書誌的な内容 に終始するのもそのためである。

1。 陳繹曾 その 人に ついて

 『文筌』の著者陳繹曾については、これまでのところ、詳 しいことはあま り知 られて

いない。筆者 も種々の資料 を調査 したものの、その経歴や活動については二三の資料を

追加 し得ただけで、生没年 を示す決定的な資料の発見にはいたらなかった。従って、陳

繹曾本人については、依然 として断片的な印象 しかつかめていないのが現状である。

 陳繹曾本人に関する資料はけっして多 くはないが、その中でもっとも基本資料 と し

てよく用いられ るのは、『元史』列傳第七十七儒学二の 「陳旅Jに 付す ところの記述で

ある。そこでは、ただ単に ヂ陳旅」との関連で言及されているに過ぎないが、以下のよ

うな内容である。

 1本稿の執筆にあたり、現在進行中の文部科学省科学研究費補助金特定領域研究(A)「 古典学の再構築」
の一環として行われている 「領域横断的研究=日 中韓版本研究班」の研究会とその中心メンバーの一人であ

る宮紀子氏のご教示に負うところが最も大きい。この場を借りて日中韓版本研究班の組織者ならびに関係者

各位に心から感謝申し上げたい。

1ユ3



1ヱ4 李 長波

『元史』「列傳第七十七 儒學二」「陳旅」:

 同時有程文、陳繹曾者、皆名士。文、字以文、徽州人。仕至禮部員外郎。作文明

潔而精深。集亦多稱之。繹曾、字伯敷、處州人。為人雖 口吃、而精敏異常。諸經註

疏、多能成誦。文辭汪洋浩博、其氣焜如也。官至國子助教。論者謂二人皆與旅相

伯仲云。

 同時に程文、陳繹曾という者あり、皆名士な り。文、字は以文、徽州の人。仕

えて禮部員外郎に至る。作文は明潔にして精深な り。集亦た多 く之を稱す。繹曾、

字は伯敷、處州の人。人となり口吃すと雖も、而 して精敏異常なり。諸經註疏、多

くは能 く誦をなす。文辞汪洋にして浩博、其の気焜如な り。官国子助教に至る。論

者謂わく、二人は皆旅 と相伯仲す と云 う。

 『元史』の記述についでよく用いられるのは、『欽定四庫全書総 目巻一百九十六 集

部 四十九 詩文評類二』所収の 『文説』解題の一段 りである。

欽定四庫全書総 目巻一百九十六 集部四十九 詩文評類二:

文説一巻 永樂大典本

元陳繹曾撰。繹曾、字伯敷、元史附見儒學傳 、作處州人。而呉興續志亦載其名。

蓋家本括蒼而僑居蓍水者也。至順中官至國子監助教。嘗從學於戴表元、而與陳旅友

善。師友淵源具有所 自、故所學頗見根柢2。

 元陳繹曾撰。繹曾、宇は伯敷、元史儒学傳に附見 し、處州人に作る。而 して呉興

續志に亦た其の名を載す。蓋 し家は本括蒼に して落水に僑居す る者な り。至順の

中官国子監助教に至 る。嘗て戴表元に従学 し、而 して陳旅 と友善す。師友淵源具

もに 自る所あ り、故に学ぶ所頗る根柢を見る。

 ここでは、陳繹曾の出身地について、本籍は處州であ り、呉興 に僑居するとしてい

る。 とすれば、『元史』の記述はその本籍地を記 したに過 ぎず、実際の居住地は呉興の

ようである。因みに、陳繹曾の手になる題跋のいくつかには、出身地を冠 さないのもあ

るが、出身地を冠する.場合、すべて 「呉興陳繹曾書」と結んでお り、本人は自ら呉興の

人 と称 していることが分かる。

 そ して、いま一つ注目したいのは、ここでは陳繹曾が国子監助教の任にあったのは、

至順年間としていることである。至順年聞といえば、西暦1330～1332の 三年間にあた

 2括蒼は處州のこと、現在の浙江省麗水県にあたる。菖水は8渓 の別名、呉興のこと、旧称湖州、現在の
湖州市にあたる。
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る。 しか し、ここで問題なのは、『遼史』「進遼史表」に 「國史院編修官臣陳繹曾」の名

前があ り、『遼史』の編纂は 「至正三年四月迄四年三月」(1343-1344)の 間に行われ 、

陳繹曾はその間國史院編修の職 にあった ことである。

 つま り、『元史』の云 う 「官至国子助教」を最終的な官職だ とすれば、『遼史』の 「進

遼史表」にい う 「国史院編集官」とは矛盾す る。史料的には、『元史』の記述よ りも、撰

進 の年代がはっきりする 『遼史』の 「進遼史表」を信用すべきであろ う。

 因みに、元からだいぶ後になるが、雍正九年から雍正十三年にかけて編纂 された、『浙

江通志』巻一百二十九にも次のように陳繹曾の名 を挙げ、陳繹曾の最終的な官職は 「翰

林院編修」 としている。

史部 ・地理類 ・都會郡縣之属 浙江通志巻一百二十九

陳繹曾 歸安人 翰林院編修

しか し、『浙江通志』では、残念なが ら陳繹曾を 「年分無考進士」の部類に入れている。

一方、同 じく 『浙江通志dに 収録 されている、陳繹曾の作にかか る 「鄭氏義門事蹟

傳」は 「將仕左郎翰林國史院編修官呉興陳繹曾撰」と自署 してお り、文中は、至元元年

(1335)の ことに言及 しているので、「進遼史表」に言 う 「国史院編修」の経歴 に符合

する。

 これ らの資料を総合する と、陳繹曾の経歴については、進士登第の年次は不明であ

るが、本籍は處州であり、本人は自ら呉興(現 湖州)の 人と称 しているほか、至順年間

(1330-1332)に 国子監助教の任にあ り、至正三年から翌四年三月まで 「国史院編修」と

して、『遼史』の編纂に関わったことが分かる。

 その一方で、陳繹曾の師承関係については、『四庫全書総 目』巻一百九十六の 「嘗て

戴表元に從學 し、而 して陳旅 と友善す1の 記述によつて、戴表元3に 師事 した こと、陳

旅 とは親友であった ことが分かる。

戴表元の他に、『文筌』序によれば、敖繼翁に師事 したことや王士點の門下にも出入

 3戴 表元 、字 帥 初 、一 字曾 伯。 慶 元奉 化州 の人 。宋 咸淳 年 間の進 士 で ある。 『元 史』 巻 一 百 九十 に傳 が あ

り、「至元 大徳 間 、東南 以文 章大 家名 重一 時」 と評 され る。『炎1亅源 文集 」三十巻 が あ る。 陳繹 曾 の父 、陳康 祖 、

字無 逸の親 友 。戴 表 元 「(大徳 戊 戌(二 年 、1298))八 月 十六 日張園玩 月詩 序」(『炎1」源 文集 』 巻十)に は 、同

じく宴席 につ らな った面 々 のな かに 「龍泉 陳康祖 無逸 」 の名 があ り、そ して 、侍遊 者 と して 、「無 逸子 繹 曾 」

の名 が あが って い る。 蓋 し、陳繹 曾 の戴表 元 に師事す るの も、大徳年 間 の ことに属 す る と思 わ れ る。 戴表 元

の没年 は不 明 であ るが 、『元 史』の 「戴 表元」傳 に よる と、戴表 元は 、六十 七歳 でな くな ってお り、「大徳 八 年

(1304)已 六十 餘」 とある とこ ろか ら推す に、大徳 の次の 至大年 間(1307-1310)か 、皇慶 年 間(1312-1313)

の 間に没 した と考 え られ る。 現 に、 『j">lf源文集 』 には 、管 見の 限 り、巻一 「銀 峯義 塾記 」 に署 す る ところ の

「至 大 三年歳 在庚 戌 孟夏 」(1310)が い ちばん新 しい 日付 であ る。

 因み に 、 「龍 泉 陳康祖 無 逸」 とあ るのは 、元 の時代 の 「處州 路」 は、麗 水 の他 に龍 泉 県 を も所 轄 して いた の

で、 『元 史』 の い う 「處 州 」に 一致 す る。 これ に よ って陳氏 一族 の祖 籍 は 「處 州 龍泉 県」 とわか る。
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り した こ とが記 され てい る。

 敖繼翁については、『儒林宗派巻』十二 「宋 諸儒博考」によれば、「敖繼翁 君善、

福州」 とあ り、字は君善、福州の人のよ うである。そ して、『浙江通志』の次の記事に

よって、本籍が福州、烏程(湖 州に隷す)に 僑居 していることが分かる。

浙江通志巻一百九十四:

敖繼翁 両浙名賢録 字君善、福州人。寓居烏程、築一小樓、冬不爐夏不扇。惟事

經史。湖之名士。從之遊者甚衆。浙西平章事高彦敬薦授信州教授。有文集二十巻。

 そ して、『呉興備志』や 『萬姓統譜』『閲中理學淵源考』によって、その門下には受業

弟子が多数いたことと、門下には趙子昂、倪淵、姚式等 も学んでいることが分かる。

呉興備志 巻十二:

姚式 字子敬、歸安人。學于敖繼翁。浙西平章高彦敬薦式與郡文原陳康祖倪淵

皆為儒官。『勞志』

萬姓統譜巻三十三:

敖繼翁 字君壽、福州人、寓居湖州。邃通經術、動循禮法。元趙孟額師事之。平

章高顯卿薦于朝、授信州教授。命下而卒。所著有儀理禮集説。

問中理學淵源考巻三十五;

教授敖君善先生繼公

敖繼公 字君善、長樂人、後寓家呉興。築一小樓、坐臥其中。冬不爐夏不扇、出

入進止皆有常度。 日從事經史。呉下名士多從之游。初仕定成尉、以父任當補京官、

譲於弟。尋擢進士。對策忤時、相遂不仕。益精討經學、而尤長於三禮。(中 略)成

宗大徳中以浙江平章高彦敬薦擢信州教授、未任卒。趙孟頬倪淵皆師事之。『宏簡録』

『閲書』『三山志d

 趙子昂が敖繼翁を師 と仰いだことは、更に、『松雪齋集』の次の一文によっても裏付

けられる。

松雪齋集巻六 「送呉幼清南還序」:

吾郷有敖君善者、吾師也。日錢選舜擧、日蕭和子中、日張復亨剛父、日陳慇信
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仲、日姚式子敬、日陳康祖無逸、吾友也。吾處吾郷從數子者游、放乎山水之間而樂

乎名教之中。讀書彈琴足以 自娯。安知造物者不吾合也。而吾豈有用者哉。

 一方の王士點 については、その著 『禁扁』五巻が歴史上の王宮建築についての書であ

り、そ して 『秘書監志』や 『書史會要』によって、書家 として も有名であったことが知

られ る。

秘書監志巻九:

王士點 字繼志、東平人。瓠 山先生魯國文肅公構之子。至正二年四月二十九 日

自翰林修撰以承務郎上。

書史會要巻七:

王士點 字繼志、士煕之弟、官至四川雲南廉訪副使。善大字、亦能篆。

著書には、『禁扁』五巻、『翰林監志』十一巻がある。

以上は、陳繹曾の師承関係を見てきたが、陳繹曾の先祖については、『四庫全書 ・史

部 ・地理類 ・都會郡縣之属 呉興備志 巻十二』に 「陳繹曾字伯敷、康祖子」とあるこ

とから、陳康祖無逸の子であることが判明する。父陳康祖無逸は、趙子昂、張復亨、牟

應龍、蕭子中、陳仲信 、姚式、錢選等 と共に、呉興八俊 と称 されるほ どの名士である

(『呉興備志』巻十二)。 趙子昂とも親交が厚かつたことは、先に引いた 「送呉幼清南還

序」のほかに、次のよ うな趙子昂側の史料によつても裏付けられる。

趙子昂 『松雪齋集』 「陳子振詩序亅:

予友郵善之張仲實陳無逸皆英爽之士。其言語文字足以雄一時。予愛之重之。

 この ように、元の時代の代表的な文化人である趙子昂 と親友であるに留ま らず、元の

時代の詩文集等にも、陳無逸 との唱和の作が多数残 されてお り、その交友範囲の広いこ

とを知ることができる。現に、戴表元も 「陳無逸詩序」をその文集に残 してお り、これ

によって陳繹曾の出自に関す る重要な手がかりを得 られ る。

『刻源文集』巻八 「陳無逸詩序」:

 余年二十四五時、識龍泉陳公於杭。 自是展轉離合八九年、得間無不以文字相聞。

然未嘗説詩。龍泉公居湖、晩年歸湖。既歿而余始識湖之秀民奇士能詩者數人。數

人詩皆清嚴有法度、竊怪之。蓋雖科擧學廢、人人得縱意無所累、然未應頓悟至此。
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久之識公之諸孫無逸、始間得龍泉詩讀之。然後乃知湖人之於公良有所受。而公平

生雅善爲詩、中經憂患、寄託益廣。但不喜誦誇於人、而獨家庭里閏子弟時時竊聞之

耳。最後戊戌歳與無逸同客杭、始得讀無逸詩。無逸之詩、視其祖、天閑之駒 、朝生

而知歩、玉田之禾晩擾而同熟也。視其郷人、氷蠶火布、起塵煤脱、垢燼倏然而潔也。

 これによって、戴表元が陳康祖の詩を高 く評価 していることだけでな く、陳繹曾は父

陳康祖無逸の子であり、その曾祖父が 「龍泉陳公」と分かる。そ して、ここに云う 「龍

泉陳公」云々は 『呉興備志』巻十三の次の記述によって、やや詳 しいことが分かるので、

それを次に引用 しよう。

 陳存 字體仁、龍泉人。太學上合。淳祐七年第三人、文章政事皆有聞譽。仕至

兵部尚書端明殿大學士知慶元府沿海制置使。『括蒼彙紀』

 戴表元序陳無逸詩、稱其祖龍泉公居湖、即存也。壽昌徐文鳳從呉興陳本齋先生

存受春秋。故其經學卓有源委。櫂知象μ」縣以慈惠稱。本齋開闘沿海 、辟入簽廳、咨

決庶務、全活者尤衆。『嚴州府志』

 以上二つの史料によって、陳康祖は龍泉陳公(名 は存、字は體仁)の 孫にあた り、陳

氏一族 は陳繹曾の曾祖父の代から、既に湖州(呉 興)に 住んでいたことが分かる。『浙

江通志』一百二十八には、「龍泉人。探花。端明殿學士」とあり、陳存の本籍が龍泉、つ

ま り處州 とわかる。

 そ して、陳存の経歴については 『明一統志』巻四十によれば、「湖州人。累官至殿中

侍御史。宋亡、元遣使七徴、不起。遂却醫絶粟、旬有四 日卒。」 とあ り、宋に殉 じた人

のよ うである。なお、『延祐四明志』巻十四には、「慈湖書院記」(文 及翁)、 「奉化県忠

節四公祠堂記」(家 鉉翁)の 文末に、それぞれ 「書寶謨閣直學士朝請大夫知慶元軍府事

兼管内勸農使沿海制置使龍泉縣開國男食邑三百戸陳存題蓋」と、「書寶謨直學士中奉大

夫知慶元軍府事兼管内勸農使沿海制置使龍泉縣開國男食 邑 缺 戸陳存篆蓋」と名 を残

している。

 一方、陳繹曾の活動す る時代について、依然 として不明な点が多いが、許有壬 『至正

集』巻七十五には 「薦呉炳陳繹曾1の 一文があ り、これが一つの手がか りになる。

許有壬 『至正集』巻七十五 「公移」:

薦呉炳陳繹曾

竊見處士沐梁呉炳、業専聖學、文造古人、特立不渝、真積力久、忘情軒冕、守道
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衡苑、勢利不足以動其心、貧屡不足以累其志。又江南陳繹曾、博學能文、懐材抱

藝、挺身 自抜乎流俗、立志尚友乎古人。放志山林、富貴浮雲。但人既不 自鬻、恐後

日或有遣賢。如於文翰之職内不次徴用 、不惟櫨其素蘊、抑亦可以砥礪流俗。

 許有壬は、『元史』の列傳に傳があ り、それによれば、許有壬は、字加用、湯陰の人

とい う。延祐二年(1315)の 進士で、集賢大學士、中書左丞兼太子左諭を歴官 してい

るようである。 この公移 『薦呉炳陳繹曾jの 作成年月は不明であるが、おそらく、許有

壬が進士登第の延祐二年(1315)か ら、陳繹曾が國子監助教の任にあつた とされ る至

順年間(1330-1332)ま での間の事に属 しよ う。 この問、許有壬は、延祐二年(1315)

に遼州事を知 し、同 じく延祐六年(1319)に 北山廉訪司經歴 に除 し、至治元年(1321)

には、吏部主事に遷 じ、翌至治二年(1322)に 、江南行臺監察御史行部廣東に轉 じてい

る。そ して、泰定元年(1324)初 、中議改中書左司員外郎に選ばれ、泰定三年(1326)

六月に、右司郎 中に陞 し、天歴三年改元至順元年(1329)に は、両淮都轉運鹽司使 に擢

されている。 この何れの職 にあつた ときに草 した公移かは俄 に断 じがたい。

 一方、呉炳其の人については、『書史會要』巻七には、「呉炳字彦輝、il'人。身安吠畝、

朝廷三聘不起、工篆書」 とある。ここにい う 「三聘!の 年次は不明であるが、蘇天爵

『滋溪文稿』巻二十三の 「元故資政大夫中書左丞知經筵事王公行状」(王 結、字儀伯)に

よると、至治二年に、王結(字 儀伯)が 吏部尚書の任にあったときに、「薦名士宋本韓

第呉炳等十餘人」とあ り、同 じく、至治二年冬か ら泰定初年(至 治三年九月改元、この

年に右司郎中に拜され、吏部侍郎の任を解かれる)ま で一年間吏部侍郎の任にあった董

訥(字 仁甫)も 、王結に協力 して、「赫舎哩希元、張瑾、陳思謙、呉炳、歐陽玄、李好

文等十餘人」を推薦 している(蘇 文爵 『滋溪文稿』巻二十三 「故嘉議大夫江西湖東道粛

政廉訪使董某状」)。両者の リス トには、呉炳を除けば、同 じ人名が見あたらないので、

同 じもの とは断定できないが、仮にそれぞれ違 う推薦 リス トだとしても、呉炳が三回朝

廷に聘され るなかの二回が至治二年に集中したこと、この至治二年にちょうど許有壬が

吏部主事の任にあ り、吏部尚書王結、吏部侍郎董訥の部下として、 「薦呉炳陳繹ﾘJの

公移を起草する立場にあった ことによって推測す るに、陳繹曾が推薦 されたのは、至

治二年(1322)の ことになろ う。大徳二年(1298)に 戴表元、父陳康祖等と宴席 に列

している時、陳繹曾が二十歳前後とすれば、許有壬の 「薦呉炳陳繹曾」が起草されたの

は、40才 ぐらいになろ う。 『薦呉炳陳繹曾」の口振 りも、陳繹曾が既に若輩な らぬ、文

名既に揚が り、「博學能文」と称 され るほどの名士であることを匂わせているので、四

十才前後 と見て大差があるまい。そ して、『遼史』の編纂の 「至正三年四月迄四年三月」
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(1343-1344)の 間 は 、65歳 前 後 になろ うか と推測 され る。

 このように、年代のはっきりする最初の文献 として、戴表元 「(大徳戊戌(二 年、1298))

八月十六 日張園玩月詩序」に陳繹曾の活動が初めて記 されるのを上限とし、現段階調

査 して得た史料中、年代のはっき りするもので 『遼史』編纂の 「至正三年四月迄四年三

月」(1343-1344)よ り更に二十年 ぐらい加算して も、なお至正23年 前後に留ま り、至

正は都合27年(至 正27年 は西暦1367年 にあたる)続 いたか ら、陳繹曾の活動時期に

ついては、ほぼ延祐年間(1314―1320)か ら、遅 くとも至正年間(1341-1367)の 前半

にかけての問 と見て大差はあるまい4。

 以上は、陳繹曾 の出身、およびその活動時期 についての考察であるが、陳繹曾本人

は、ただ文章をよくしただけではなく、書家 としても名を馳せていた ことは 『呉興備

志』 によって明 らかである。

史部 ・地理類 ・都會郡縣之属 呉興備志 巻二十五=

陳繹曾、學優識博、真草隷篆倶通習之、各得其法5。

  そ して、『欽定佩文齋書畫譜』巻三十七書家傳十六にも、元の書家として名 を連ね

ている。因みに、元 ・胡炳文 『雲峯集』巻四には、陳繹曾の 「飛 白書」を次のように評

してい るU。

題徐芝石賦陳伯孚飛白

如塵縷遊絲、如秋蝉春蝶、芝石所云可以形容伯孚之字。如美玉在山、如懸石萬

仭 、伯孚所云亦可以形容芝石之賦。詞如其翰 、翰如其詞。一旦得覩此二妙、豈非

大奇事?然 吾聞二君所學 自有詞翰之外者。即今、至前梅開、先天枝上、吾三人者、

安得相與共探無極之真邪?

陳繹曾は書家 として作品だけでなく、筆や指の使い方を解 く 『翰林要訣』7、 『法書

 4こ こで、 なぜ 二つ の リス トとも 「陳繹 曾」の名 前 が載 って いな いの か とい うこ と も当然問題 と して提 起

し うる。 こ こで 注 目 した いの は、「元故 資政大 夫 中書 左丞知 經筵 事王 公行 状」 と 「故 嘉議 大夫江 西湖 東道粛 政

廉訪使 董某 状 」は それ ぞれ 至 元三年(1337)夏 六 月 甲午 と、至 元六 年(1340)庚 辰 夏五 月の作成 に かか る こ

とで あ る。或 い は作成 時の 陳繹曾 の名声 は リス トに挙げ られ た他 の人 達 に及 ぼな か ったか 、或 いはそ の他 の

理 由で 「等」 の 部類 に入 れ られ たので あろ う。
5陳繹曾が書を能くしたことは、『書史會要』巻七の次のような記述からも窺われる。

陳繹曾字伯敷。呉興人。官至翰林編修。學識優博、真草篆隷倶通習之、各得其法。(『書史會要』巻七)

 6『御定佩文齋書豊譜』巻三十七には、「陳繹曾 字伯敷 胡雲峯集作伯孚」とあり、清・倪濤 『六藝之―

録』巻三百五十七 「陳繹曾」の項にも、「陳伯孚善飛白如塵縷遊絲秋蝉春蝶」『胡雲峯集』と引く。両書とも
「陳伯孚」を 「陳繹曾」と同定している、
7『欽定佩文齋書畫譜』巻四には全録されている

。
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論』8の 著があ り、同 じ 『書史會要』巻九に抜粋 されている。

 更に、陳繹曾は金石文の鑑定家 として もなかなか見識が高かったようである。その

題跋は関連書物中に散見す る。

厂顔魯公祭兄子季明帖跋」9『 金石文考略』巻十二10

「定武本蘭亭序跋」11『 金石文考略』巻三12

「石勒 間道圖跋」13

「題楊妃上馬嬌 圖J14

 このほかに、碑帖関係では、「臨江戯魚堂帖」、「潭帖」、「絳帖別本」、「鳳凰樓帖」15、

「玉麟堂帖」についての批評が 『淳化秘閣法帖考正』巻十一 に、「大觀太清樓帖」、「淳煕

秘閣續帖」についての批評が 『六藝之一録』巻百四十四に、「晉陸機平復帖」の題跋が

『清河書畫舫』巻一下に、「王羲之大道帖」の題跋が同 じく 『清河書畫舫』巻二に見える

ほか、「虞恭公碑」についての批評は、『榮陽外史集』巻三十六に、「宋榻鼎帖」につい

ての批評が 『算州四部稿 ・續稿』巻百六十七に見える。

 一方、陳繹曾のその他の著作については、た とえば 『千頃堂書 目』に代表的な ものが

著録 されている。

史部 ・目録類 ・經籍之属 千頃堂書 目巻三十一:

陳繹曾 古文矜式二巻 字伯敷處州人國子助教

又文説一巻

又文筌八巻

又文譜一巻

 中で も、『文説』は 『四庫全書』に著録 されているおかげで、後に陳繹曾の修辞学や

文学批評 にっいての言説は もっぱらここから引用され るほど広 く流布 し、注 目され る

に至るが、『文筌』はこれまで 『文章一貫』寛永版より間接的に引用 されている程度で、

その全容は長い間知 られることがなかったのと対照的である。

 8『 六藝 之一 録』巻 百 六十六 に収 録 され るほか 、巻 百七十三に は、 「元陳 繹曾 論揩書J、 「元陳 繹曾 論隷 書」、

「元陳繹 曾論 八分」、「元 陳繹 曾論章 草」、 「元陳繹 曾論行 書」 が、巻 二 百七十 七 には 『翰 林要 訣』 が採 録 され て

い る。
9「 至 治三 年 十一 月 二十 日呉興 陳繹 曾書 」 とあ り、至治三年 は西 暦1323年 に あた る。
10『 欽 定佩 文 齋畫 譜』 巻七 十 四、『六藝 之―録 』巻 八十 一にも収 録。
ユ1「至元 六 年 後庚辰 陳 繹曾 書」、 至元六年 は1340年 に あたる。
12『 式古 堂書 盡彙 考』巻 五 には

、若 干異 同の本文 が収録 され、 とあ る(『 六研齋 筆記 』二 筆巻 三 にも同 じ本

文が 収録 され る。他 に 同 「跋」 一編 が収録 され る。

 13『 欽 定佩 文 齋書 盡譜』 巻 九十 に よる。

 14『 宋稗 類 鈔』 巻 二十 二に よ る。 『輟耕録 』巻 五に も見 える。

 is『 書史 會 要』 に よ る。 『六藝 之一録 』で は、『星鳳 樓帖 』に作 る。
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 ここで、『文筌』と 『文説』 との成立と前後関係 にっいて考えてみると、『文説』一巻

は四庫全書に著録 され る際、『文説』が次のように解題 されているのが注 目される。

欽定四庫全書総 目巻一百九十六 集部四十九 詩文評類二:

文説一巻 永樂大典本

是書乃因延祐復行科擧 、爲程試之式而作0書 中分列八條、論行文之法。時五經

皆以宋儒傳註懸爲功令、莫敢異趨。故是書大 旨皆折衷於朱子。

 呉興續志稱繹曾嘗著文筌譜、論科擧天階、使學者知所向方、人争傳録。

 焦紘經籍志又載繹曾古今文矜式二巻。今考繹曾所著文筌八巻附詩小譜二巻、元

時麻沙坊刻附列於策學統宗之首。今 尚有傳本其文與此編迥殊。惟科擧天階與古今

文矜式今未之見。疑此編即二書之一、但名 目錯互 、莫能證定。今姑仍永樂大典舊

題 、以文説著録用闕所疑。巻首所稱陳文靖公蓋即元翰林學士東平陳儼、亦以文名。

至其 自稱先尚書者、則已失其世系、不可考矣16。

 このように、『文説』の成立年代は必ず しも明らかではないが、その巻頭に 「陳文靖

公問」とあるので、これを手がか りにその成立の大体の年代を推定す ることは一応可能

であろう。

 陳文靖公 とは、名は儼、文靖は諡である。元 ・張養浩 「資徳大夫中書右丞議樞密院事

陳公神道碑」によれば、延祐三年四月二十六日に没 しているので、『文説』はその前に

成立 したことになろう。 しかも、『文説』に 「文靖」の諡名を用いるところから推すに、

内容は陳文靖の生前に成立したものでも、実際本の体裁を整えたのはその没後になるよ

うであ る。

 因みに、『四庫全書 ・史部 ・政書類 ・通制之属 欽定續文献通考』巻一百九十八には、

『臣等謹案 文説因延祐復行科擧、爲程試之式而作。」とあり、延祐年間に科挙が再び行

われ る際、科挙応試のための作文書 としている。 これについては、陳青之 『中国教育

史』によれば、元朝の人材登用は既に太祖が初めて中原を得た時からすでに科挙の形式

をとっていたものの、太宗、世祖両朝には数回行われただけで、いずれ も臨時的な運用

であ り、一定 した科挙の定式化はなかつた。科挙の定式化 と比較的長期 にわたる施行

は、仁宗延祐二年に始まる。」(347頁)と い う。これによって推せば、『文説』の成立

は、おそ らく延祐三年(1316)以 前であると推定できよう。

とす れ ば、至順三年(1332)の 序 文 を持つ 『文筌』 は 『文説 』に遅れ ること十 餘年成

16こ こでは、「科畢天階」を書名としているが、f呉興續志稱繹曾嘗著文筌譜、論科擧天階、使學者知所向

方 、人 争傳 録。」 と読 むべ きであ ろ う。
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立したことになる。 このことは陳繹曾における 『文筌』の位置づけ、ひいては元の時代

の修辞学史、文学批評史における 『文筌』の位置づけにとつて大きな意義を持つ。『欽

定四庫全書総 目巻一百九十七』にある 「體例繁碎、大抵妄生分別、強立名 目、殊無精理

(體例繁碎な り。大抵妄 りに分別 を生 じ、強て名 目を立つ。殊に精理無 し)」の酷評の当

否は ともか くとして、陳繹曾を論 じる際、専ら 『文説』 とい う短編を対象 とすることの

妥当性を疑わせるのに十分であろ う。

 因みに、『文説』は四庫全書には全文採録 され、『文筌』はいま刊本 としては台湾にあ

る中華民国国家図書館に一本 、写本としては、華東師範大学所蔵の一本 を残 している。

そして、『文筌』 を 『文章歐冶』 と改題 した ものとしては、朝鮮本二本、朝鮮本 の写本

をもとに した江戸版 『文章歐冶』が知 られる。

 ここに挙げた 『文筌』(八 巻)、『文説』(一巻)の ほかに、陳繹曾の著作 としては、『古

文矜式』(二 巻)と 『翰林要訣』が 『呉興備 志』巻二十二に著録 され ている。

呉興備志巻二十二:

陳繹曾 古文矜式二巻

衢按 繹曾又有翰林要訣、見算州法書苑。

 この うち、P古 文矜式』は中華民国国家図書館蔵元刊本には含まれていないが、華東

師範大学所蔵の写本 と朝鮮本、江戸版には含まれている ところか らすれば、もともと単

独で一編 をな していたのを、『文筌』の中に組み込んだものと推測 され る。『古文矜式』

と 『文筌』 との前後関係や、『文筌』成立当初の姿が 『古文矜式』を含んでいたものか

どうかは不明である。

 ほかには、『詩譜』(『文筌』に含まれる 『詩譜』のこと)が 『古詩紀』巻一百四十五

に抜粋採録 され、『翰林要訣』が 『欽定佩文齋書畫譜』巻四に全録 されているのが知 ら

れ、文章 としては以下の ものが知 られている程度である。

「書法本象」『欽定四庫全書考證』巻六十二

「遊秀峰詩一首」『呉都文粋續集』巻二十二

「鄭氏義門事蹟傳」『浙江通志』巻二百六十六

「静春堂詩集後序」(至 治元年(1321)作)『 袁易集』所載17。

内容は伝 わらず、題名だけ残るのは、以下のものである。

17「 静 春堂 詩集 後序 」(至 治 元年(1321)作)に つ いて は、未 見。顧 易生 ・蒋 凡 ・劉 明今(1996)『 宋 金

元文 学批評 史』(上 ・下)の 記述 に基づ く。
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「如在堂記」(『伊濱集』巻十六 「如在堂詩序」)

「夏侯 玉珍傳」(『梧溪集』巻二、『新安文献志』巻九十八)

2.Q文 筌』 の書誌 と所蔵状況

『文筌』は 『四庫全書』に著録がな く、『欽定四庫全書総 目巻一百九十七 集部五十

詩文評類存 目』 に簡単な解題があるのみである18。

欽定四庫全書総 目巻一百九十七 集部五十 詩文評類存 目:

文筌八巻附詩小譜二巻 浙江総督採進本

元陳繹曾撰繹曾有文説巳著録。此篇凡分古文小譜、四六附説、楚賦小譜、漢賦小

譜、唐賦附説五類。體例繁碎、大抵妄生分別、強立名 目、殊無精理。詩小譜こ巻。

據至順壬 申繹曾 自序稱亡友石桓彦威所撰、因以附後。是本與詩譜合刊。元時麻沙

坊本乃移冠策學統宗之首、頗爲不倫、今仍析之、各著於録。繹曾處州人。僑居湖

州、而序末 自稱波陽左客。豈又嘗流寓齊魯問、偶以 自號歟?

ここで、現在知 られている 『文筌』の諸本の中国における所蔵状況をま とめると、以

下の とお りで あ る。

①中国 ・華東師範大学図書館藏清李士棄家鈔本(以 下 「李氏鈔本」 と略す)

『續修四庫全書』集416に 所収、題:f文 筌不分巻」

②中華民国國家圖書館蔵本(台 湾)(以 下 「元刊本」と略す)

題:『新刊増入文筌諸儒奥論策學統宗前集五巻後集三巻古文小譜一巻詩小譜二巻四冊』

(元刊本)』14585番

18『四庫全書・史部 ・政書類―通制之属 欽定續文献通考』巻―百九十八にも、内容の類似した記述がある。

  四庫全書 ・史部 ・政書類 ・通制之属 欽定續文献通考』巻一百九十八:

  陳繹曾文説―巻 文筌八巻附詩小譜二巻

  繹曾、字伯敷、處州人、寓居呉興。至順中、官國子監助教。

  臣等謹案 文説因延祐復行科擧、爲程試之式而作。考經籍志載繹曾古今文式二巻蓋即此編。今本據

 四 庫 全書 著録 。文 筌體 例繁 碎 、無精理 。詩 小譜 、據 繹曾 自序 稱 、亡友 石桓 彦威 所撰 、石 桓里 貫無 考。

因 み に、『文 筌』 につ い ては、 「四庫存 目に、文筌 八巻詩 小譜 二巻 と して著 録 され てゐ る もので」、 「童 蒙 の

ために、作文の要を記した書」(長澤規矩也 「和刻本漢籍随筆集 第十七輯 解題 文章歐冶」)とする記述

もあるが、やはり科挙のための作文書とすべきであろう。それから、長澤氏の解題には、「底本、東涯の跋末

の 「元禄改元」の四字及び刊記の文字が落ち着かない。神宮文庫所蔵本とその部分異版。又京大附属図書館

には無跋無刊記の文字鮮明なものを蔵するので、或は初印は元禄より前かも知れない」と推測するが、筆者

の見た京都大学付属図書館蔵本 『文章歐冶』は、文字の鮮明さにおいては氏の指摘するとおりであるが、目

次が 「詩小譜」まで載せながら、中味は十九丁までで、『文章歐冶』全巻 「上、中、下」のうちの上の部分に

相当する内容 しかない欠本である。
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 これは、中華民國八十八年刊 『國家圖書館善本書志初稿』集部(四)に 詳細な書誌 が

記述 される19。

 それによれば、框郭竪18.1cm、 横12.4cm、 四周双辺、半葉11行 、21字 の体裁であ

る。諸儒奥論策學統宗を除 けば、文筌は古文小譜一巻及び詩小譜二巻か ら成るようであ

る。そ して、巻首には 「新刊諸儒奥論統宗文筌序J、 末尾には 「至順三年歳在壬申七月

浹陽左客陳繹曾書」 とある20。

 ここに記述 されている蔵本の内容は、一、『古文矜式』が含まれない こと、二、序文

の署名は、「浹陽左客」とあることなどは、『欽定四庫全書総 目巻一百九十七 集部五十

 詩文評類存 目』の 『文筌』が 『諸儒奥論策學統宗』に増入された状況ついての記述 と

一致する。 しか し、無刊記のため、積極的に断 じがたい。麻沙坊刻 と言えば、ほとん ど

粗末な刻本の代名詞 のようであるが、その精粗は諸本対校によって明 らかになろ う。刊

本の体裁が必ず しも精校 を経ていないことは、一読すれば明 らかである。それだけに、

論策學統宗系統の本 とは別系統 と思われる華東師範大学図書館藏清李士棄家鈔本の存在

が大きな意義 を持つ。

 因みに、『國家圖書館善本書志初稿』集部(四)が 、『新刊増入文筌諸儒奥論策學統宗

前集五巻後集三巻古文小譜一巻詩小譜二巻四冊』を陳繹曾編 としたのは、『文筌』の抄

本の存在を知ない うえ、「新刊諸儒奥論統宗文筌序」が、『諸儒奥論策學統宗』に増入 さ

れたときに、「文筌序」を改竄 したものと気づかずに、考を失 したものであろう21。

 『文筌』が増入 された 『新刊増入文筌諸儒奥論策學統宗前集五巻後集三巻古文小譜一

巻詩小譜二巻四冊』の うち、『諸儒奥論策學統宗前集五巻後集三巻』は陳繹曾の編 では

なく、『欽 定四庫全書総 目』以来、元譚金孫の編 とされることは、『欽定四庫全書総 目』

や 『欽定續通志』に徴 して明らかだからである。

欽定四庫全書総 目 巻一百九十一:

残本諸儒奥論策學統宗 二十巻 浙江巡撫採進本

元譚金孫編。金孫、字叔金、號存理、自稱古雲人。不知古雲爲何地也。是編雜i選

宋人議論之文分類編輯、以備程試之用。凡後集八巻、續集七巻、別集五巻。而闕其

前集。蓋不完之本。原本又以陳繹曾文筌、石桓詩小譜冠於巻首、而総題日:「 新刊

諸儒奥論策學統宗増入文筌詩譜」。文理冗贅、殆麻沙庸摺陋書賈所爲。今析文筌詩

 19上記資料二点の所在については、宮紀子氏のご教示による。なお、宮氏には上記二点の貴重な資料の閲

覧及び複写についてもお取り計 らいいただいた。記して感謝申し上げたい、
20同 じく 「侠 陽左客 」 とあ る のは 、元刊本 で ある。 「老」 の誤 り と思 われ る。
21そ れ か ら、『國家 圖書館 善 本書 志初 稿』集部(四)で は 、続 く 『諸 儒奥 論前集 二 巻後集 こ二巻續篥 二巻 別集

二巻 八冊』 明萬 歴丁 巳(四 十 五年 、1617)刊 本 14586番 をも、陳 繹曾編 とす るの も同 じく誤認 で あ ろ う。
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譜別入詩文評類、而此書亦復其本名、庶不相淆焉。

欽定續通志 巻一百六十三:

残本諸儒奥論策學統宗1二十三巻 元譚金孫編

以下、中華民国国家図書館蔵元刊本 『文筌』についての所見を記 してお く。

本書の体裁 については、『國家圖書館善本書志初稿』集部(四)で は次のように記述

して い る。

 是書文筌諸儒奥論策學統宗前集五巻、後集 三巻、男有古文小譜一巻及詩小譜二

巻、然置策學統宗前、後八巻之前。首巻首行頂格題 「新刊諸儒奥論策學統宗増入文

筌詩譜」、次行首字刊以○、下題 「古文小譜一」、下越二格題 「浹陽左客陳繹曾撰」。

以下正文始。巻末無尾題。巻首有 「新刊諸儒奥論統宗文筌序」、末署 「至順三年歳

在壬申(1332)七 月浹陽左客陳繹曾書J。

 本書 『文笙諸儒奥論策學統宗』は前集五巻、後集三巻、他に 『古文小譜』一巻及

び 『詩小譜』二巻がある。然 し 『策学統宗』前、後集八巻の前に置 く。第一巻第一

行一字 目か ら 「新刊諸儒奥論策學統宗憎入文筌詩譜」に始ま り、次行は一字 目か ら

○付 きで 「古文小譜一」、下は二字空て 「浹陽左客陳繹曾撰」とある。以下本文始

まる。巻末に奥付、刊記なし。巻首に、「新刊諸儒奥論統宗文筌序」があ り、末に

「至順三年歳在壬申(1332)七 月浹陽左客陳繹曾書」 と署す。

 ここの記述は、先に指摘したように、『諸儒奥論策學統宗』22を すべて陳繹曾の編 と

したことを前提 とするものであることは言 うまでもない。 ここに記述 された内容で、実

際 『文筌』に関係するのは 「古文小譜一巻」以下の内容だけである。 しかし、『新刊増

入文筌諸儒 奥論策學統宗前集五巻後集三巻古文小譜一巻詩小譜二巻四冊』を通 して読む

と、「古文小譜一巻」とい うのも厳密ではないことが分かる。なぜなら、『新刊増入文筌

諸儒奥論策學統宗前集五巻後集三巻古文小譜一巻詩小譜二巻四冊』には明 らかに、かっ

て八巻 をな していた過去を窺わせる手がか りが残っているか らである。

参考のために、元刊本 『文筌』の目次を次に掲げる。

 22『宛委別藏』に収める 『諸儒奥論策學統宗前集』五巻は、元刊本では増入された 『文筌』に続くものと
同じである。
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元刊本 『文筌』の 目次

元刊本 『文筌』 目次

新刊諸儒奥論統宗文筌序

○古文小譜一:養 氣法

0古 文小譜二1識 題法

○古文小譜三:式

○古文小譜四:製

○古文小譜五:體

  文筌第四

○古文小譜六:格

○古文小譜:律

文筌第五

四六附説

○楚賦小譜

文筌第七

○漢賦小譜

文筌第八

〇唐賦附説

 詩小譜 目録

○詩小譜(二 十條)

 ご覧の とお り、 「古文小譜五:體 」 と 「古文小譜六:格 」 との問、「古文小譜(七):

律」と 「四六附説」との間、「楚賦小譜」と 膜 賦小譜」との間、r漢賦小譜」と 厂唐賦附

説」との間に、それぞれ 「文筌第四」、r文筌第五」、「文筌第七」、「文筌第人」があるの

は、おそらくもともとの巻数 を示す ものであろ う。 しか し、『諸儒奥論策學統宗』に増

入する際、八巻 を不分巻に しようとして、削除 し忘れた ものであろう。『文筌』の伝本

が少ない中、こうした製版の不手際も八巻本 『文筌』の巻立てを知る上で貴重 な資料 と
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なる23。 これ を手がか りに、『文箜』の原型本の巻立てを復元することが可能であろう。

 まず 「古文小譜一」から 「古文小譜五」までの丁数、葉数 を挙げると次のようになる。

古文小譜一:養 氣法

古文小譜二:識 題法

古文小譜三:式

古文小譜四:製

古文小譜五:體

4.5丁9葉

2.5丁5葉

1丁2葉

3,5丁7葉

4丁8葉

 内容 と分量を勘案す るに、「古文小譜一」は分量的にも内容的にもまとまったもので

あるので、「古文小譜一」がすなわち 「文筌第―」と考えてよいが、残 る 「古文小譜二」

か ら 「古文小譜五」までを二分する必要がある。その分け方は、おそらく 「古文小譜二」

と 「古文小譜三」の間で分けるよりは、『三」と 「四」 との間で分けるのが分量的に均

整が とれる。そ して、「文筌第六」は 『四六附説」 と 「楚賦小譜」 との間に入 るとい う

計算になる。

 以上、中国に伝存する 『文筌』の諸本の版本について概略を記 したが、『文筌』の伝

本が少ない中で、朝鮮版 『文章歐冶』が序文二編 を除けば、内容は、『古文矜式』(二 巻)

を含んでいることだけ元刊本 と異なるが、李氏鈔本 と大体において同 じである。 この朝

鮮版 『文章歐冶』こと 『文筌』は、管見の限 り、韓国 ・延世大学校図書館 と、日本 ・国

会図書館に一本ずつ所蔵が確認 されている。ここで、直に調査 し得た日本 ・国会図書館

蔵朝鮮版 『文章歐冶』の書誌について触れておきたい。

 まず、本書の体裁 は、序文、目録、本文の框郭だけでな く、本文の中でも框郭が不揃

いであるが、本文は半葉11行 、行24字 詰めである。

そ して、内容的 には以下の三つの序文を持つのが注 目される。

文筌序(尹 春年序:「 嘉靖壬子仲夏下澣通政大夫司諫院大司諌坡平尹春年謹序」)

文章歐冶序(文 末に 「昭回雲漢之章」の印が刻 されるが、花押は判読不能)

文筌序(陳 繹曾 自序:「 至順三年七月波陽老客陳繹曾書」)

 この朝鮮版が中国に伝存す る二つの伝本の うち、いったい どちらを祖述 しているの

であろうか。版本の源流を考える参考 として、諸本の 目次を次に掲げる。

 23な お 、 元刊本 『文 筌』 にはほか に もいろい ろ体裁 の不統 一 はあ るが 、 さ して重要 で はない ので 、 ここで

は い ちい ち指摘 しない。
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『文筌』諸本の目次

元刊本 『文筌』 目次

新刊諸儒奥論統宗文筌序

○古文小譜一:養 氣法

○古文小譜二:識 題法

○古文小譜三:式

0古 文小譜四:製

○古文小譜五:體

文筌第 四

古文小譜六:格

古文小譜:律

文筌第五

四六附説

 楚賦小譜

文筌第七

 漢賦小譜

文筌第八 唐賦附説

言寺小亅丶言普目録

○詩小譜(二 十條)

抄本 『文筌d目 次

文筌序(陳 繹曾)

古文譜一1養 氣法

古文譜二:識 題法

古文譜三:式

古文譜四:製

古文譜五:體

古文譜六:格

古文譜七:律

四六附説

楚賦譜

漢賦格

唐賦附説

古文矜式

詩譜(二 十條)

朝鮮本 『文章歐冶』目録

文筌序(尹 春年)

文章歐冶序(著 作不明)

文筌序(陳 繹曾)

古文譜一:養 氣法

古文譜二:識 題法

古文譜三:式

古文譜四:製

古文譜五:体

古文譜六:格

古文譜七:律

四六附説

楚賦譜

漢賦譜

唐賦附説

古文矜式:一 培養 二入境

詩譜(二 十條)

 三本の 目次を通 して見ると、『文筌』の内容については、三本の うち、抄本 『文筌』と

朝鮮本 『文章歐冶』が最 も近く、同 じ不分巻であるが、元刊本 『文筌』は 『古文矜式』を
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欠 くうえ、不分巻の体裁 を取 りながらも、かつての八巻立ての名残を残すなど、体裁的

には、『四庫全書』にい う 『文筌』八巻の原本に近い もの と考 えられ る。ただ、陳繹曾の

序文は 「新刊諸儒奥論策學統宗文筌序」に改竄 したこ とは先に指摘 したとお りである。

次に参照のために、朝鮮本 『文章歐冶』の詳細 目次を次に挙げてお く。

朝鮮本 『文章歐冶』の詳細目録

古文譜一

養氣法 一澄神 二養氣 三立本 四清識 五定志

古文譜二

識題法 一虚實 二抱題 三断題

古文譜三

式 一叙事 二議論 三辭令

古文譜四

製 一体段 二体式 三体製

古文譜五

体 一文体 二家法

古文譜六

格 一未入格 二正格 三病格

古文譜七

律 一音聲 二律調

四六附説

一法 二目 三體 四製 五式 六格

楚賦譜

一楚賦法 二楚賦体 三楚賦製 四楚賦式 五楚賦格

漢賦譜

一漢賦法 二漢賦体 三漢賦製 四漢賦式 五漢賦格

唐賦附説

一唐賦法 二唐賦体 三唐賦製 四唐賦格

古文矜式

一培養 二入境

詩譜

一本 二式 三制 四情 五景 六事 七意 八音 九律 十病 十一変 十
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二範 十三要 十四格 十五體 十六情 十七性 十八音 十九調 二十會

 目録終

 これ を李氏鈔本の目次 と対照すると、「體」の簡体字 「体」を用いている以外は、異

同が見あた らない。

 この国会図書館蔵朝鮮本 には、「洪煕乙巳仲春之二ﾘ刊 行」の刊記があ り、最終帖六

十三ウには、「文章歐冶終」の下に、「武田氏文庫」の墨印が押 されている。 因みに、厂洪

煕乙巳」は明の年号であり、1425年 に当たる。光州刊本の刊記 「嘉靖庚戌」の1550よ

り、百二十五年前である。 この刊記は国会図書館藏朝鮮本 『文章歐冶』の刊年 を示すも

のではなく、おそらく朝鮮本の基づいた明刊本の旧を襲っているもの と思われ る。結局

のところ、この国会図書館藏朝鮮本 『文章歐冶』そのものの刊年は不明であるが、尹春

年の序文によれば、嘉靖庚戌歳(1550)年 に光州において 『文章歐冶』が刊行 されてい

ることが分かる。 この尹春年の序文はそれ に遅れること二年、嘉靖壬子歳(1552)年

であることを考えると、朝鮮版 も数回に亘って開版 されていることが推測 され る。現に

朝鮮写本を本に、伊藤東涯によって校訂 された江戸本 『文章歐冶』には光州版 『文章歐

冶』の刊記 と、刊にかかわつた役人の官職氏名を次のように残 しているが、国会図書館

藏朝鮮本 『文章歐冶』はそれ を伝えない。

嘉靖庚戌歳暮初吉光州牧刊行(六 七ウ)

校正官成均進士 金世球

通訓大夫行光州判官羅州鎮管兵馬節制都尉 鄭瀟

推誠協翼定難衛社功臣通政大夫行光州牧羅州鎮管兵馬同僉節制 林九齢

通善郎都事兼春秋館記注官演

嘉善大夫全羅道觀察使兵馬水軍節度使 南宮淑(六 十八オ)

 一方、江戸本 『文章歐冶』に附刻 されている尹春年による注の部分は、以下のとお り

であるが、これ も、国会図書館藏朝鮮本にはない内容である。

古文譜體製法注 ○製法九十字 ○調切

詩譜律調注 ○還相爲宮法 ○子律 ○聲聲有五音

 上記の注の最後に、「壬子秋無心道人尹春年謹注(六 十八 ウ～六十九ウ)」 とあること

によって、注の作成された年 は、序文を書いた嘉靖壬子(1552)仲 夏 と同 じ年の秋のこ

とが分かる。
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 しか し、江戸本 『文章歐冶』と国会図書館藏朝鮮本 『文章歐冶』 との関係、とりわけ、

江戸本の底本 として用いられた朝鮮写本の 『文章歐冶』 と国会図書館藏朝鮮本 『文章歐

冶』との直接的な関係はないものと思われる。刊記が詳 しい こと、刊行 に関わった役人

の情報な どから推すに、江戸本の底本 と称す朝鮮写本は、光州刊本の最初の姿を伝えて

いると考えるのが妥当であろう。 しか し、その旧とても、必ず しも光州版 『文章歐冶』

当初の姿 とい う風に考えるわけにはいかないよ うである。なぜな ら、尹春年の序は明ら

かに、庚戌の年に作成 したものではなく、それに遅れること二年の壬子の年に書かれた

もので あ り、その注は同じ 「壬子秋」 になったものだからである。

 とすれば、国会図書館藏朝鮮本 『文章歐冶』は庚戌の年の光州版のあとに、改めて版

を起 こ したものである可能性が高い。つま り、再版の際に、尹春年の序のみ残 して、尹

春年の注、光州版の出版に関わつた役人の記載 を省略 した と考 えられ る。

 それ はともかくとして、国会図書館藏朝鮮本 『文章歐冶』が光州版 『文章歐冶』その

ものではないことは明 らかであり、その刊行に際 し、光州版 『文章歐冶』を参照 したこ

とは間違いなかろ う。 これによって、朝鮮においては、『文筌』は 『文章歐冶』の名で、

少な くとも、「洪熙乙巳仲春之二 日刊行」の刊記を持つ本 に基づく刊年不明本、嘉靖庚

戌光州版原刊本、尹春年序、注本の存在が推定され、朝鮮における 『文章歐冶』の流布

を窺い知 る上ことができる24。

3.『 文 筌』 の受容

 『文章歐冶』の中国における受容については、『文章一貫』に負 うところが大きい。

『文章一貫』は中国ではっとに失われたが、日本に伝わったものが、寛永廿一年に和刻

されている。 この 『文章一貫』寛永本が近代になつて中国にもた らされ、その存在が知

られるよ うになった。『文章一貫』寛永本の用いた底本は何かは詳かに しないが、現段

階調査 しえた同志社大学学術情報セ ンター荒木文庫所蔵の一本に基づいて、その所見を

記す。

○ 『文章一貫』(刊 記:寛 永廿一 甲申歳孟夏吉辰 二條通觀音町風月宗智刊行)

 24尹 春年の序を持つ朝鮮本の詩文評類の書には、ほかに 『文断』(明 ・唐殉校 刊年未詳)が あり、それも
ソウル大学奎章閣に所蔵されている。その書誌によると、序は嘉靖三十一年(1552)に 尹春年によって書か

れていることが分かる。そして、朝鮮本の所在は確認されていないが、同じく朝鮮本を元にした江戸本であ

る 『詩法源流』にも尹春年の序と注 厂詩法源流體意聲三字注解」が付され、「嘉靖壬子仲冬通政大夫司諫院大

司諌知制誥坡平尹春年謹序」とあることを考え合わせると、この嘉靖壬子の年の仲夏、秋、仲冬にかけて、

尹春年は立て続けに 「文章歐冶1、「詩法源流」に序を書き、そして、同じ壬子の年に、『文断』にも序を寄せ

ていることは、単なる写本での流通ではなく、おそらくその刊行もしたのではないかと考えられる。その少

なくともそのうちの二点がその序文とともに、日本に伝わったことは韓日刊の版本の伝括の頻繁たりし過去

を窺うのに十分であろう。
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 巻頭 には、「嘉靖丁亥季夏望 日煙谿程黙頓首拜書」 と結ぶ 「文章一貫序」があり、巻

尾には、「嘉靖丁亥陸月既望晴谿程然頓首拜書」 と結ぶ 「文章一貫後序」がある。

 著者については、「山東武城丙戌進士高碕編集 同窓時菴呉守素同集」とあ り、高碕 と

呉守素の共著にかかることが知れ る。そ して、『文章一貫』の 目次は次のとお りである。

『文章一貫』巻上

文意第一

氣象第二

篇法第三

章法第四

句法第五

字法第六

『文章一貫』巻下

起端第一

叙事第二

議論第三

引用第四

善喩第五

含蓄第六

形容第七

過接第八

繖緒第九

 全体的には、以上の ような項 目別に、先行する文章作法書から該 当する内容 を引い

て羅列するとい う体裁であるが、個別の内容よりも、文章作法 として、以上の十五の項

目をたてたこと、上巻は文章の構成的な側面、下巻はその表現的な側面に大別 され るな

どはある程度のオ リジナ リティを主張することが出来るところであろ う。 しか し、この

『文章一貫』は高碕 と呉守素の著作ではなく、『麗澤文説』や 『文筌』など先行する文章

作法書を大量に引用 してい る、いわゆる編著とい うのにふ さわ しい書物 である。実際、

陳繹曾の 『文筌』も長い間専 らこの 『文章一貫』に引用され るところが参照 されていた

だけに、『文筌』の受容における 『文章一貫』の果たした役割には大きいものがある。 し

かし、『文章一貫』以外に、すでに元刊本のほかに、李氏鈔本 と朝鮮本が得 られた現在、
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『文章一貫』に引用された 『文筌』の内容がどれだけ 『文筌』の真面 目を伝 えているか

が、『文筌』の受容を考える上でも、興味深いところである。 ここで、『文章一貫』に引

かれる ところの 「引用」の項 目を例に、『文章一貫』の陳繹曾 『文筌』受容の一端を見

てみよ う。『文章一貫』巻下 引用第四には、次のよ うに 『文筌』を引いている。

『文章一貫』巻下 引用第四(三 十～三十一):

○文筌引類十六25

天文 地理 時令 人物 宮室 舟車 服飾 寶玉 器用 兵仗 文物 聖徳 鬼

神 飲食 聲色 穀粟菜藥 鳥獣魚蟲

 ○用事十四法26

正用 本題的正必用之事

歴用 歴用故事排比先後

列用 廣 【引】故事鋪陳整齊*【 引】元刊本は 「引」、李氏鈔本、朝鮮本 哺 」。

衍用 以一事衍為一節而用之

援用 順引故事以原本題之所始

評用 引故事因而評論之

反用 引故事反其意而用之

活用 借故事於語中以順道今事

設用 以 【相 】之人物而設言今事*【 相】元刊本は 廂 」、李氏鈔本、朝鮮本は 「古」。

借用 事與本説不相 【于】取其一端近似 【者 】而借之

*【于】「千」の誤り。諸本誤らず。【者】元刊本は 「旨」、李氏鈔本、朝鮮本は無。

假用 故事不盡如此因取 【其】根別生枝葉*【 其】元刊本、李氏鈔本、朝鮮本は 「爲」。

蔵用 用事而 【不】顯其名使人思而自得之*【 不】文章一貫之を欠く。諸本は 「不亅。

暗用 用古事古 【論】暗蔵其中若出諸己*【 論】文章一貫誤、諸本は 「語」、従うべし。

 因みに、朝鮮本 『文章歐冶』、李氏抄本 『文筌』、元刊本 『文筌』の該当個所は次の と

お りである。

25実 数 は十七 で あ る
。 諸 本は 十九。

26実 数 は 十三 で あるが 、『文 章一貫』以 下 、鄭 奠 ・譚 全基(1988)『 古 漢語修 辞 學資料 匿編』、李 煕宗 ・劉

明今 ・袁 震 宇 ・霍 四通(1998)『 中 国修辞学通 史(明 清 巻)』 に引 かれ る ところの この箇 所 はすべ てそ のま ま

で あ る。 更に後 者 の よ うに、 「引用」 とい う術語 を最初 に用 いた のは 、『文 章一 貫』 の作者 高碕 と して、 「其 中

正用 、歴 用 、列 用 、衍 用 、援 用 、評用 実即 習慣 所稱 之正用 、如 陳繹 曾 『文筌』 所云 、「故 事與題 相 同是也1、 只

是 具体 運用 的 方 法略有 差別 、而分爲 数種。 此外 活用 、設 用 、假 用與 借用 近 、藏用 與 暗用近 、故 統略 而 言仍 是

正 、反 、借 、暗 四種。」 と述べ 、 「用事 十四法」 を高碕 の独創 とす るに 至って は 、偏 に 『文 筌』の全容 を知 らな

い故 で あ ろ う。
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朝鮮本 『文章歐冶』(三十ニオ～三十ニウ):

○引類 篇内泛覧群物各以類聚此賦之敷衍者也務欲包括無遺而群不冗其目凡十九

天文 地理 時令  【鳥獸】 【魚蟲】 草木竹 果穀粟菜藥 人物 鬼神 器

用 宮室 兵 【伏】 舟車 文物 服飾 寶玉 飲食 聲色 聖徳

 *【鳥獸】【魚蟲】 『文章一貫』之を欠く。【伏】は朝鮮版誤。諸本は 【仗】。

 ○用事 引用古事以證題發意其 目凡十三

 正用 本題的正必用之事 正一作證

 歴用 歴用故事排比先後

列用 廣用故事鋪陳整齊

衍用 以一事衍為一節而用之

援用 順引故事以原本題之所始

評用 引故事因而評論之

反用 引故事反其意而用之

活用 借故事於語中以順道今事

借用 事與本説不相干取其一端近似而借之

設用 以古之人物而設言今事

假用 故事不盡如此因取為根別生枝葉

蔵用 用事而不顯其名使人思而自得之

暗用 用古事古語暗蔵其中若出諸己

李氏鈔本:

○引類 篇内泛覧羣物各以類聚此賦之敷衍者也務欲包括無遺而羣不冗其目凡十九

天文 地理 時令  【鳥獸】 【魚蟲】 草木竹 果穀粟菜藥 人物 鬼神 器

用 宮室 兵 【仗 】 舟車 文物 服飾 寶玉 飲食 聲色 聖徳

 *【鳥獸】【魚蟲】『文章一貫』之を欠く。【仗】は朝鮮版 【仗1に 誤る。他本誤らず。

 ○用事 引用古事以證題發意其 目凡十三

 正用 本題的正必用之事 正一作證

 歴用 歴用故事排比先後

 列用 廣用故事鋪陳整齊

 衍用 以一事衍為一節而用之

 援用 順引故事以原本題之所始
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評用 引故事因而評論之

反用 引故事反其意而用之

活用 借故事於語中以順道今事

借用 事與本説不相干取其一端近似而借之

設用 以古之人物而設言今事

假用 故事不盡如此因取為根別生枝葉

蔵用 用事而不顯其名使人思而自得之

暗用 用古事古語暗蔵其中若出諸己

江戸本 『文章歐冶』:

○引類 篇内泛覧羣物各以類聚此賦之敷衍者也務欲包括無遺而i羣不冗其目凡十九

天文 地理 時令 【鳥獸】 【魚蟲】 草木竹 果穀粟菜藥 人物 鬼神 器

用 宮 室 兵 【仗 】 舟 車 文物 服飾 寶 玉 飲食 聲 色 聖 徳

 *【 鳥獸】【魚蟲】『文章一貫』之を欠く。【仗】は朝鮮版 【仗】に誤る。他本誤らず。

用事 引用古事以證題發意其目凡十三

正用 本題的正必用之事 正一作證

歴用 歴用故事排比先後

列用 廣用故事鋪陳整齊

衍用 以一事衍為一節而用之

援用 順引故事以原本題之所始

評用 引故事因而評論之

反用 引故事反其意而用之

活用 借故事於語中以順道今事

借用 事與本説不相干取其一端近似而借之

設用 以古之人物而設言今事

假用 故事不盡如此因取為根別生枝葉

蔵用 用事而不顯其名使人思而自得之

暗用 用古事古語暗蔵其中若出諸己

元刊本 『文筌』:

○引類 篇内汎覧羣物各以類聚此賦之敷衍者也務欲 【已結】無遣而羣不冗其目
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凡十九27

*【 已結】他本は 「包括」。『文章一貫』はこれを引かず。

天 文 地 理 時 令  【鳥 獸魚 蟲】 草 木竹 【菓 】 穀 粟菜 藥 人 物 鬼 神 宮 室

舟車 服 飾 寶 玉  【飲 食聲色 】 器 用 兵 【仗 】 文 物 聖 徳

*【 鳥獸魚蟲】諸本は二項に分かつ。【菓】諸本、殿 粟菜藥」に冠す。『文章一貫』之を欠く。【仗】

は朝鮮版 【仗】に誤る。他本誤らず。【飲食聲色】諸本はこ項に分かつ。

 ○ 用事 十 四

正用 本題的正必用之事

歴用 歴用故事排比先後

列用 廣引故事鋪陳整齊

衍用 以一事衍為一節而用之

援用 順引故事以原本題之所始

評用 引故事因而評論之

反用 引故事反其意而用之

活用 借故事於語中以順道今事

設用 以相之人物而設言今事

借用 事與本説不相干取其一端近似 【旨】而借之

*1旨 】『文章―貫』「者」に作る。他本は無し。

假用 故事不盡如此因取為根別生枝葉

蔵用 用事而不顯其名使人思而 自得之

暗用 用古事古語暗蔵其中若出諸己

 以上のように、「引類」と 「用事」の二項を巡る 『文章一貫』の引用と諸本の異同を見

てきたが、まず指摘 しなければならないのは、『文章一貫』に引 くところの 『文筌』の

「引類」、「用事」の二項は、数の不一致を始め、文意の通 じがたい箇所が多数あること

である。た とえば、「設用 以 【相】之人物而設言今事」の 「相」のように、元刊本は

r相」、「蔵用 用事而 【不】顯其名使人思而 自得之」の 「不」の欠落な ど、些細な誤 り

では済ま されないものがある。そのほかに、「借用 事與本説不相 【于】取其一端近似

【者】而借之」の 「于」 と 「者」、「假用 故事不盡如此因取 【其】根別生枝葉」の 「其」、

「暗用 用古事古 【論】暗蔵其中若出諸己」のr論 」などは文意は通 じるものの、表現 と

してはいずれも李氏鈔本や朝鮮本が優れているといえる。特に諸本一致の場合は、『文

27実 数 は十 七 で あ る。 『文章 一貫』 は 「文筌 引類 十六 』 としなが ら、実 際十 七を 引 く。
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章一貫』の誤引 と見るべきであろ う。

 以上はわずか一例ではあるが、『文章一貫』に引かれ るところの 『文筌』の内容につ

いて、諸本の中でそのもっとも近い内容の版本を求めるならば、おそ らく元刊本がその

祖本にあたるものであろ うと考え られ る。「用事十四」の誤 りのみならず、「設用」 と

「借用」の順番や、「設用 以 【相】之人物而設言今事」の 「相」についても共通 してい

るか らである。これによって、『文章一貫』の用いた 『文筌』のテキス トは、元刊本 『文

筌』かその流れを汲む刊本 と推定できよう28。

 この ように、わずか 「引類」と 「用事」の二項 を見ただけで も、『文章一貫』の引用

態度にかな り疑問が残ることが明 らかであるが、これまで、もっぱ ら 『文章一貫』か ら

の引用 しか 『文筌』の内容を伺い知ることが出来なかったことは、陳繹曾 と 『文筌』の

研究にとってどれだけ不幸であったかは理解できよう。― 日も早 く 『文筌』の本文を決

定することが待たれ る29。

4.現 段階の結論 と今後の課題

 これ まで述べてきたことを要するに、次のようになる。

○ 『文筌』の作者陳繹曾については、その生没年は依然不明のままであるが、い くっか

の資料を積み重ねた結果、その活動時期 はおよそ延祐年間(1314―1320)か ら、遅 くと

も至正年間(1341-1367)の 前半にかけての間 と見て大差はあるまい。

○ 『文筌』 を 『文章歐冶』と改名 した人 と 『文章歐冶』序の作者は同一人物 であるが、

その何人であるかは現段階では不明である。

○ 『文筌』 と 『文説』 との関係 については、『文説』は 『文筌』に先ん じて成立 したも

のであ り、『文筌』は陳繹曾の詩文評、文章作法に関する著作のなかで、集大成的なも

のであ り、『文筌』を抜 きにしては、陳繹曾の詩文評や文章作法書に関 して語ることは

もはやできない。それのみな らず、元の時代の修辞学史、文学批評史における陳繹曾の

位置づ けもできない。

○朝鮮本 『文章歐冶』は 『文筌』を改題 したものであ り、両者の内容に著 しい異同が見

 28こ れ だ け では ない。 「文 筌文 章體段(『 文章 一貫』 九 ウ)Jに つ い て も、 「結 貴 緊切 如人 之有 足」 に作 る の

は、『文 章 一貫』 と元刊 本だ けで 、李氏鈔本 と朝鮮 版 『文 章歐冶』 は ともに 「結 貴緊切 如人 之 有手足 」で ある。

 29こ こで は、 中国に お ける 『文筌』受容 の 一端 を、『文章 一貫 』の 引用箇所 を例 に見て きたが、 日本に お け

る 『文 筌』(『文章 歐冶』)の 受容 につ いては 、管 見に して多 くは知 らず、わず か二つ の 事例 を知 るのみ であ る。

そ の一 つ は 『文 林 良材 』 であ り、も う一 つは 、『文機 』で あ る。 『文林 良材』 の場 合 は、『文章 歐 冶』か ら 「文

章饐 段 」 の穴 箇条 他 を引 くが、 それ を含 む部 分は 、伊藤 東涯 の手 に なる と思わ れ る とこ ろ と、林 義端 の増 補

部分 に分 かれ る。 一方 の藤成 粲 の 『文機 』は 『文章 歐冶』か らでは な く、専 ら 『文 章― 貫』か らの孫 引 きであ

る。 さ して取 りあげ る意義 がな さそ うで あ る。
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られない。諸本のなかで、強いて善本といえば、李氏鈔本、朝鮮版 『文章歐冶』、元刊

本 『文筌』の順 になろ う。江戸本 『文章歐冶』は朝鮮写本に基づいたために、もとにな

る朝鮮版 の不鮮明な箇所をそのまま空けているなど、版本 としてはその善さに欠ける。

○中国における 『文筌』の所蔵は、現在のところ、華東師範大学蔵抄本 『文筌』と台湾

の国家図書館蔵元刊本 『新刊増入文筌諸儒奥論策學統宗dが 知 られている。『文章歐冶』

の完本は、現在の ところ日本国会図書館藏朝鮮本 『文章歐冶』、韓国延世大学校蔵朝鮮

本 『文章歐冶』と、日本国会図書館藏江戸版 『文章歐冶』と立命館大学図書館蔵江戸版

『文章歐冶』があ り、京都大学図書館蔵江戸版 『文章歐冶』は欠本である。

 今後の課題 としては、『文筌』の諸本対校 と、精確なテキス トに基づ く 『文筌』の内

容的な検討 と元の時代の修辞学史、文学批評史における 『文筌』と陳繹曾の位置づけが

挙げられ る。
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概 要

李 長波

元 ・陳繹曾著 『文筌』一書四庫全書僅存其目、傳本亦鮮爲人知。迄今爲止研究元代文

学批評史及修辞学史的文献或言必稱 『文説』以點代面;或 以 『文章一貫』(寛永二十一年

版)所 引一斑以窺全豹。本文首先在考察 『文筌』作者陳繹曾的経歴 、師承関係的同時、

介紹了 『文筌』的版本流傳和収藏状況。指出陳繹曾其人的生卒年月雖不明了、但其活

動時期應大致從延祐年間(1314-1320)起 、最遲結束於至正年間(1341-1367)前 半期。

與此同時、本文還指出 『文筌』現存諸本中、中華民国 ・国家図書館藏 『増入文筌諸儒奥

論策學統宗』本雖似元刊、但刊刻草率、不足爲據。嘉靖年間刊於朝鮮的 『文章歐冶』與

『文筌』係同書異名、却不知出於何人之手。而據朝鮮写本刊刻的江戸本 『文章歐冶』則

脱漏甚多、校讎欠精。唯以華東師範大学図書館藏李氏抄本 『文筌』不分巻和 日本 ・国会

図書館藏朝鮮本 『文章歐冶』堪稱善本。

最後、本文以 『文章一貫』(寛 永二十一年版)爲 例、考察了 『文筌』在後來的詩文評

類書中的引用状況及態度。指出 『文章一貫』引用 『文筌』之處多有訛誤、其所據文本當

以元刊本 『増入文筌諸儒奥論策學統宗』本最爲接近。

『文筌』晩於 『文説』十数年而成、且内容多有發揮、當爲陳氏詩文評類著述之総結。其

内容與同時代乃至歴代 同類書相比亦有可觀、遠非 「醴例繁碎、大抵妄生分別、強立名 目、

殊無精理。」(『欽定四庫全書総 目巻一百九十七 集部五十 詩文評類存 目』)所 能概括。


